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四
四

六
条
藤
家
を
め
ぐ
っ
て

i
歌
道
家
の
成
立
と
展
開
－
1

竹

下

豊
丘

　
　
梨
壷
の
五
人
め
で
た
し
と
い
へ
ど
も
、
か
の
古
今
の
四
人
の
撰
者
に
及

　
　
ぶ
べ
か
ら
ず
。
能
宣
、
元
輔
は
、
為
邑
重
代
一
之
上
、
尤
然
べ
き
歌
人
也
。

　
　
順
又
重
代
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
此
道
け
い
こ
の
賢
宰
。
望
城
、
時

　
　
文
は
、
只
父
が
子
と
い
ふ
ぽ
か
り
也
。
　
　
　
　
（
『
八
雲
町
抄
』
巻
六
）

　
『
古
今
集
』
の
代
表
歌
人
坂
上
慨
則
の
子
籠
城
、
撰
老
害
貫
之
の
子
時
文

は
、
重
代
の
歌
人
で
、
怪
盗
の
五
人
に
選
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
父
の

余
徳
に
与
る
こ
と
の
大
き
か
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、
二
人

と
も
歌
人
と
し
て
の
評
価
は
高
く
な
く
、
勅
撰
集
で
言
え
ば
、
望
城
は
『
拾

遺
集
』
に
一
首
、
　
『
後
拾
遺
集
』
に
一
首
、
時
文
は
『
後
拾
遺
集
』
に
二
首
、

『
続
後
撰
集
』
に
一
首
、
　
『
続
古
今
集
』
に
二
首
撰
集
し
て
い
る
の
み
で
あ

る
（
『
勅
撰
作
者
部
類
』
に
拠
る
）
。
順
徳
院
は
、
両
親
子
の
間
に
、
歌
人
と

し
て
の
力
量
の
差
を
認
め
て
い
る
が
、
藤
原
清
輔
は
時
文
に
ま
つ
わ
る
逸
話

を
書
き
と
め
て
い
る
。

　
　
其
時
御
屏
風
歌
、
播
γ
衣
三
二
兼
盛
詠

　
　
　
　
衣
ウ
ツ
ベ
キ
時
ヤ
キ
ヌ
ラ
ム

　
　
紀
時
文
、
件
色
紙
形
ヲ
書
煙
客
、
抑
レ
筆
下
、
見
在
二
播
レ
衣
ヲ
ミ
テ
衣

　
　
打
ベ
キ
時
ヤ
キ
ヌ
ラ
ム
ト
詠
之
条
、
如
何
。
伍
被
レ
問
邑
兼
盛
一
之
処
、

　
　
申
云
、
貫
之
、
延
喜
御
町
御
屏
風
駒
迎
所
二
、
今
や
引
ラ
ム
望
月
ノ
駒

　
　
ト
詠
、
有
昌
此
専
一
敷
、
如
何
。
干
レ
時
時
文
閉
レ
ロ
云
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
袋
草
紙
』
上
巻
）

同
じ
話
は
顕
露
の
『
拾
遺
抄
注
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
終
り
の
方
は
、

　
　
貫
之
駒
迎
シ
タ
ル
所
為
モ
、
イ
マ
ヤ
ヒ
ク
ラ
ン
ト
コ
ソ
詠
ジ
テ
侍
．
ハ
、

　
　
父
ノ
歌
ヲ
バ
不
眠
覚
申
一
歎
如
何
ト
責
ケ
レ
バ
、
時
文
閉
口
云
々
。
是
ハ

　
　
故
六
条
ノ
左
京
兆
所
レ
談
也
。



と
あ
っ
て
、
父
顕
要
か
ら
伝
え
聞
い
た
話
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
時
文
が

余
人
の
歌
な
ら
ば
ま
だ
し
も
、
父
貫
之
の
、
し
か
も
人
口
に
膀
炎
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
名
歌
（
『
和
歌
九
品
』
に
上
品
中
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
『
拾
遺
集
』

に
入
集
）
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
父
、
顕
輔
か
ら
種
々
の
歌
学
を
講
ぜ

ら
れ
て
い
る
清
輔
、
顕
昭
に
と
っ
て
、
考
え
ら
れ
も
し
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

父
祖
の
家
学
を
継
承
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
二
人
に
と
っ
て
、

こ
の
逸
話
に
典
型
的
な
貫
之
親
子
の
歌
道
に
お
け
る
断
絶
ぶ
り
は
、
奇
異
に

映
っ
た
に
違
い
な
い
。
　
「
父
ノ
歌
ヲ
バ
不
轟
覚
申
一
敷
」
と
い
う
所
か
ら
、
顕

輔
は
教
戒
の
意
を
込
め
て
顕
昭
に
語
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
該
話
の
後

に
『
十
訓
抄
』
は
、

　
　
し
か
も
時
文
は
貫
之
が
子
に
て
、
か
く
難
じ
た
り
け
る
、
い
よ
く
浅

　
　
か
り
け
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
四
）

と
記
し
、
　
『
清
輔
雑
談
集
』
　
（
貞
享
二
年
版
本
）
は
、

　
　
殊
に
時
文
は
貫
之
が
子
に
て
、
か
く
難
じ
け
る
、
い
よ
く
恥
辱
と
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
上
）

と
言
う
。
こ
れ
ら
は
そ
の
ま
ま
、
こ
の
逸
話
を
記
し
た
清
輔
、
顕
昭
の
感
想

で
も
あ
ろ
う
。
山
田
孝
雄
博
士
に
よ
れ
ば
、
　
「
紀
貫
之
が
当
時
歌
道
の
師
匠
、

と
し
て
仰
が
れ
、
そ
の
門
に
入
り
教
を
請
う
た
所
の
集
団
が
あ
っ
た
こ
と
が

あ
り
、
而
し
て
歌
の
道
と
い
ふ
語
が
既
に
存
在
し
」
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

（
注
1
）

あ
り
、
当
然
歌
学
も
講
ぜ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
貫
之
、
時
文
親
子
の
間

　
　
　
六
条
藤
家
を
め
ぐ
っ
て

に
は
断
絶
が
認
め
ら
れ
、
歌
の
家
と
し
て
は
成
立
し
得
な
か
っ
た
と
書
っ
て

よ
い
。

　
中
世
文
学
へ
の
視
点
は
い
ろ
一
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
〃
家
”
を
挙
げ

て
も
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
〃
道
”
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

中
世
に
お
い
て
、
時
に
勢
力
の
消
長
は
あ
る
が
、
定
家
の
子
孫
、
特
に
二
条

家
が
歌
壇
の
主
流
と
な
り
、
ま
た
そ
の
流
れ
の
二
条
派
が
大
き
な
勢
力
を
占

め
得
た
の
は
、
俊
成
、
定
家
と
継
承
さ
れ
、
為
家
に
至
っ
て
歌
道
家
と
し
て

の
権
威
を
確
立
し
た
故
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
前
史
と
し
て
、
た
と
え
後

世
に
は
、
歌
学
の
面
を
除
き
、
さ
ほ
ど
影
響
は
与
え
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
）

歌
道
家
と
し
て
の
地
位
を
保
っ
た
の
に
六
条
藤
家
が
あ
る
。

　
本
稿
は
、
そ
の
六
条
藤
家
の
歌
道
家
と
し
て
の
成
立
、
そ
の
後
の
展
開
に

つ
い
て
、
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
六
条
藤
家

の
歴
代
の
継
承
者
を
中
心
と
し
て
述
べ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
、

二

予
、
金
葉
・
詞
花
両
度
事
象
、
黙
秘
千
歳
一
遇
一
空
過
レ
之
、
遺
恨
第
一

也
。
初
ハ
幼
少
、
後
出
撰
集
者
之
子
息
之
歌
無
レ
入
之
例
云
々
。
大
勢

至
。
曾
祖
父
隆
経
朝
臣
後
拾
遺
作
者
、
金
作
広
田
レ
之
。
故
左
京
金
葉
集

作
者
。
四
代
之
箕
裏
至
昌
予
感
時
一
閾
レ
之
遺
恨
云
々
。
（
『
袋
草
紙
』
上
巻
）

清
輔
が
『
金
葉
集
』
　
『
詞
花
集
』
に
入
物
し
な
か
っ
た
無
念
さ
を
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



て
い
る
の
は
、
曾
祖
父
学
寮
か
ら
の
「
四
代
習
弊
裏
」
を
継
承
す
べ
き
で
あ

み
と
い
う
強
い
自
覚
の
表
明
で
も
あ
る
。
清
輔
に
よ
れ
ば
、
勅
撰
集
歌
人
を

輩
出
し
た
歌
の
名
門
六
条
藤
家
は
、
隆
経
か
ら
始
ま
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
歌
道
家
と
し
て
の
六
条
藤
家
は
、

　
　
六
条
家
は
顕
季
よ
り
代
々
歌
の
家
に
て
、
万
葉
の
古
風
を
信
じ
、
物
を

　
　
広
く
見
て
由
緒
来
歴
を
考
へ
…
…
　
　
　
　
　
　
　
（
『
百
人
一
首
雑
談
』
）

と
い
う
よ
う
に
、
当
季
か
ら
始
ま
る
t
考
え
る
方
が
よ
ろ
し
か
ろ
う
。
そ
の

理
由
は
追
々
述
べ
て
ゆ
く
が
、
先
ず
六
条
藤
家
の
系
図
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

隆
経
一
野
馬
1
1
長
実

一
家
計
－
家
成
－
成
親
i
親
実
一
成
実

一
宮
輔
一

1
顕
賢

一
清
輔

一
重
家
i

一
顕
昭

一
経
家
－
家
衡

－
宮
家
－
下
家
－
行
家
一
隆
博

一
有
家

1
儲
蓄
－
各
課

．
六
条
藤
家
の
歌
道
家
と
し
て
の
権
威
を
保
証
す
る
も
の
に
、
代
々
継
承
さ

れ
た
人
丸
影
が
あ
る
。
こ
の
人
丸
影
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
『
古
今
著
聞
集
』

に
詳
し
い
記
事
が
あ
る
。

　
．
彼
清
輔
朝
臣
の
伝
へ
た
み
人
丸
の
影
は
、
讃
岐
守
兼
房
朝
臣
深
く
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

　
　
の
道
を
こ
の
み
て
、
人
麿
の
か
た
ち
を
知
ら
ざ
る
事
を
か
な
し
み
け
り
。

　
　
夢
に
人
丸
来
て
、
我
を
こ
ふ
る
故
に
か
た
ち
を
あ
ら
は
せ
る
由
を
告
げ

　
　
け
り
。
兼
房
画
図
に
た
へ
ず
し
て
、
後
朝
に
絵
師
を
召
し
て
、
教
へ
て

　
　
か
Σ
せ
け
る
に
、
夢
に
み
し
に
た
が
は
ざ
り
け
れ
ば
ゐ
悦
て
尊
影
を
あ

　
　
が
め
て
も
た
り
け
る
逢
、
白
川
院
、
こ
の
道
御
て
の
み
あ
り
て
、
彼
影

　
　
を
召
し
て
、
勝
光
明
院
の
宝
蔵
に
を
さ
め
ら
れ
に
け
り
。
修
理
大
夫
蹟

　
　
季
卿
、
近
習
に
て
所
望
し
け
れ
ど
も
、
御
ゆ
る
し
な
か
り
け
る
を
、
強

　
　
ち
に
発
て
、
つ
ひ
に
う
つ
し
と
り
つ
。
顕
季
卿
一
男
中
納
言
長
実
卿
、

　
　
二
男
参
議
家
保
卿
、
こ
の
道
に
た
へ
ず
と
て
、
三
男
左
京
大
夫
顕
輔
卿

　
　
に
譲
り
甘
り
。
兼
房
朝
臣
の
正
本
は
、
小
野
皇
太
后
宮
申
う
け
て
御
覧

　
r
じ
け
る
程
に
、
焼
に
け
り
。
r
貫
之
が
自
筆
の
古
今
も
、
其
時
同
じ
く
焼

　
　
に
け
り
。
口
凶
事
也
。
さ
れ
ば
顕
季
卿
本
が
正
本
に
成
に
け
る
に
こ
そ
。

　
　
実
子
な
り
と
も
、
此
道
に
た
へ
ざ
ら
ん
者
に
は
伝
ふ
べ
か
ら
ず
、
写
し

　
　
も
す
べ
か
ら
ず
。
起
請
文
あ
る
と
か
や
。
、
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
五
）

　
こ
の
記
事
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
白
河
院
が
秘
蔵
さ
れ
て

い
た
人
丸
影
を
、
近
習
の
顕
季
が
、
御
許
可
が
で
な
か
っ
た
の
を
無
理
に
お

願
い
し
て
、
つ
い
に
写
し
と
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
顕
季
が
白
河
院
の

乳
母
子
と
し
て
、
院
別
当
、
近
臣
の
筆
頭
と
し
て
、
絶
大
な
権
勢
を
誇
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
）

い
た
こ
と
は
、
井
上
宗
雄
氏
を
は
じ
め
、
諸
氏
の
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
院
の
近
臣
と
し
て
の
自
己
の
立
場
を
利
用
す
る
形
で
、
聴
許
さ
れ



た
の
で
あ
る
。
白
河
院
の
許
可
を
得
て
、
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
の
を
写
し
と
っ

た
整
い
う
こ
と
が
、
人
流
影
が
権
威
を
持
つ
一
因
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
兼
房
朝
臣
の
正
本
が
の
ち
に
焼
け
て
し
ま
い
、
顕
季
の
写
し
と
っ

た
人
斜
影
が
正
本
に
な
つ
．
た
と
い
う
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
小
野
皇
太
后
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
）

（
藤
原
町
子
）
は
康
和
四
（
＝
○
二
）
年
八
月
一
八
日
に
崩
じ
て
い
る
か
ら
、

正
本
の
焼
失
は
そ
れ
以
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
顕
季
が
人
丸
影
供
を
行

な
っ
た
の
は
、
元
永
元
（
＝
一
八
）
年
六
月
一
六
日
で
あ
る
が
、
既
に
正
本

の
人
丸
影
は
焼
失
し
て
い
た
わ
け
で
、
顕
季
の
人
丸
影
が
正
本
に
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
人
黒
影
の
保
持
者
で
あ
っ
た
顕
輔
、
ひ
い
て

は
六
条
藤
家
の
名
を
高
か
ら
し
め
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
人
丸
影
供
に
つ
い
て
は
『
柿
本
影
供
記
』
が
あ
り
、
　
『
古
今
著
聞
集
』
や

『
十
訓
抄
』
に
も
詳
七
い
記
事
が
あ
る
つ
片
野
達
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
「
人
麿
の

影
像
を
か
か
げ
て
供
養
し
、
歌
会
を
催
す
乏
い
う
『
人
言
影
供
』
は
、
和
歌

史
の
視
点
に
立
て
ば
平
安
末
期
に
お
け
る
人
麿
尊
崇
の
思
潮
と
『
万
葉
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
）

享
受
の
為
り
方
と
を
示
し
」
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
人
麿
影
供
を
六
条
藤
家

の
側
か
ら
見
れ
ば
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
も
述
べ
た

よ
う
に
、
こ
の
時
の
烏
丸
影
は
天
下
の
正
本
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
影
供
泊

を
行
な
う
之
と
は
、
藤
原
公
任
以
来
黄
熟
な
人
爵
崇
拝
の
傾
向
の
中
で
、
歌

の
家
と
し
て
の
六
条
藤
家
を
、
天
下
に
宣
言
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
井
上
宗
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
　
「
永
久
末
か
ら
保
安
頃
に
か
け
て
の
歌
壇
は
、

　
　
　
六
条
藤
家
を
め
ぐ
っ
て

顕
季
を
指
導
者
と
し
て
そ
の
一
族
知
友
に
よ
る
顕
黍
系
グ
ル
ー
プ
と
、
俊
頼

を
指
導
者
と
し
て
（
姻
戚
村
上
源
氏
を
含
め
た
）
関
白
家
の
乳
母
子
・
家
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
）

層
に
よ
る
忠
通
家
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
て
い
た
」
と
い
う
。
永
久
の
末
年
は

人
麿
影
供
の
行
な
わ
れ
た
元
永
元
年
に
な
る
。
顕
季
は
、
忠
通
家
グ
ル
ー
プ

の
指
導
者
で
あ
っ
た
俊
頼
を
「
初
献
者
和
歌
宗
匠
可
レ
被
昌
勤
仕
一
」
と
雷
っ

て
奉
献
者
に
推
し
、
満
座
の
賛
成
を
得
た
（
『
柿
本
影
供
記
』
）
。
顕
季
の
配
慮
が
、

立
席
と
い
う
客
人
に
対
す
る
礼
儀
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
井
上
疵
）
に

し
ろ
、
俊
頼
の
『
万
葉
集
」
へ
の
塵
泥
と
そ
の
識
見
を
買
っ
て
の
こ
と
（
片

野
氏
）
に
し
ろ
、
歌
壇
の
一
方
の
指
導
者
で
あ
っ
た
俊
頼
が
三
献
者
を
勤
め

た
こ
と
が
、
結
果
的
に
人
丸
影
供
そ
の
も
の
の
権
威
を
高
か
ら
し
め
た
で
あ

ろ
う
。
或
い
は
そ
の
思
惑
憾
あ
っ
て
、
総
量
は
俊
頼
を
招
い
た
の
か
三
毛
れ

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b

　
人
麿
影
供
に
つ
い
て
、
片
野
氏
は
ま
た
「
六
条
家
で
は
毎
年
春
秋
二
回
を

恒
例
と
し
て
行
な
い
、
白
河
院
は
こ
の
た
め
に
讃
岐
国
海
士
邑
を
祭
田
と
し

て
下
賜
き
れ
た
程
で
あ
っ
た
」
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
つ
『
東

野
州
聞
書
』
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
と
の
あ
ま

　
　
影
供
永
久
年
中
に
始
行
有
り
。
讃
岐
国
に
里
海
と
申
す
所
を
、
為
昌
影

　
　
供
領
｛
被
レ
下
昌
盛
季
一
畢
。
此
影
供
領
、
彼
の
家
に
中
絶
す
る
事
有
る

　
　
な
り
。
至
昌
正
応
年
中
一
安
堵
有
。
隆
博
朝
臣
、
顕
季
の
末
孫
也
。
暴
悪

　
　
博
姫
垣
亭
に
て
影
供
敬
め
行
は
る
。
日
野
資
宣
卿
を
請
ず
。
初
秋
風
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



　
　
云
ふ
題
に
て
、
資
宣
、

　
　
　
　
里
の
あ
ま
の
も
し
ほ
の
煙
立
ち
か
へ
り
昔
に
な
び
く
秋
の
は
っ
か

　
　
　
　
ぜ

　
　
と
安
堵
の
蕨
を
詠
ぜ
ら
る
。
顕
季
影
供
始
行
の
時
、
日
野
敦
光
と
云
に
、

　
　
人
丸
の
讃
を
書
か
せ
ら
る
。
資
宣
は
此
の
末
孫
な
り
。
伏
見
院
の
御
代

　
　
の
事
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
）

と
、
里
海
庄
（
海
士
邑
も
同
所
）
と
影
供
に
関
す
る
記
事
が
見
え
る
。

　
ま
た
、
　
『
清
輔
朝
臣
集
』
（
『
私
家
集
大
成
』
よ
り
引
用
。
以
下
、
家
集
の

引
用
は
同
書
に
拠
る
）
に
も
里
海
庄
に
関
す
る
歌
が
あ
る
。

　
　
　
　
讃
岐
の
室
温
庄
に
、
造
内
裏
の
公
事
あ
た
り
け
る
を
、
守
篇
首
朝

　
　
　
　
臣
は
親
し
か
る
べ
き
人
な
り
け
れ
ば
、
い
ひ
つ
か
は
し
け
る

　
靭
松
山
の
た
よ
り
う
れ
し
き
浦
か
ぜ
に
心
を
よ
せ
よ
あ
ま
の
つ
り
舟

　
　
　
　
　
こ
の
歌
の
と
く
に
ゆ
る
し
て
け
り

　
　
　
　
里
海
と
い
ふ
所
を
し
り
け
る
が
、
た
が
ふ
事
有
り
け
る
を
と
ぶ
ら

　
　
　
　
ひ
た
ま
ふ
と
て
、
宇
治
前
大
僧
正
至
忠
の
も
と
よ
り
つ
か
は
し
た

　
　
　
　
り
け
る

　
樹
夜
と
と
も
に
心
ば
か
り
や
こ
が
る
ら
ん
舟
な
が
し
た
る
里
の
あ
ま
人

　
　
　
　
か
へ
し

　
柵
は
る
か
さ
ん
が
た
も
お
ぼ
え
ず
里
の
あ
ま
の
焼
も
の
煙
下
む
せ
び
つ

　
　
　
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

な
お
、
扇
に
祈
り
の
歌
を
書
き
つ
け
神
に
奉
っ
て
、
元
通
り
に
な
っ
た
と
い

う
（
四
四
一
の
歌
）
。

　
顕
季
の
場
合
、
院
近
臣
の
顕
季
が
院
領
の
預
所
と
な
り
、
院
へ
上
納
す
る

年
貢
な
ど
を
人
麿
影
供
に
充
当
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

（
注
8
）

う
が
、
以
後
、
顕
季
↓
顕
輔
↓
清
輔
と
い
う
人
言
影
の
継
承
と
と
も
に
、
預

所
職
も
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
清
輔
は
現
存
資
料

に
よ
る
限
り
、
受
領
の
経
験
は
な
い
し
、
四
一
九
の
歌
も
藤
原
季
行
の
讃
岐

守
在
任
期
間
か
ら
み
て
、
清
輔
が
人
麿
影
を
譲
ら
れ
た
後
の
こ
と
に
属
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
）

可
能
性
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。

　
白
河
院
が
人
丸
影
に
密
接
な
関
係
が
あ
り
（
人
丸
影
を
写
す
こ
と
を
聴
許

し
た
）
、
顕
季
が
院
の
寵
臣
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
「
顕
季
の
一
族
知
人
を
中

　
　
　
　
（
注
1
0
）

心
に
催
さ
れ
た
」
個
人
の
家
で
の
会
に
、
管
区
を
下
賜
さ
れ
た
の
は
、
稀
有

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
顕
季
の
懇
望
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
私

的
な
会
で
あ
っ
た
は
ず
の
人
丸
影
供
は
、
そ
の
当
初
か
ら
、
白
河
院
の
影
を

背
景
に
、
儀
式
と
し
て
も
高
い
権
威
を
付
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
年
ご
ろ
影
供
を
怠
ら
ざ
り
け
り
」
（
『
十
訓
抄
』
第
四
）
と
い
う
顕
季
で
あ

っ
た
が
、
人
丸
影
供
を
毎
年
春
秋
二
回
を
恒
例
と
し
て
行
な
っ
た
六
条
藤
家

の
権
威
は
、
当
代
の
歌
人
た
ち
に
、
い
や
が
上
に
も
認
め
ら
れ
た
に
違
い
な

い
。

　
後
年
、
建
仁
元
年
八
月
三
日
に
、
影
供
歌
合
は
源
通
親
邸
か
ら
和
歌
所
に



移
さ
れ
る
（
『
明
月
記
』
）
。

　
　
そ
の
影
供
和
歌
所
に
う
つ
さ
れ
て
月
ご
と
に
侍
り
。
毎
月
の
歌
合
数
し

　
　
ら
ず
つ
も
り
は
べ
れ
ば
、
ね
ん
な
き
か
た
も
重
て
、
今
は
さ
ら
に
め
乏

　
　
冥
む
る
人
も
な
き
に
や
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
源
家
長
日
記
』
）

と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
歌
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
影
供
歌
合
そ
の
も

の
の
マ
ン
ネ
リ
化
に
も
通
じ
る
。
・
六
条
藤
家
の
は
歌
合
で
は
な
い
が
、
影
供

に
は
歌
会
が
つ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
春
秋
二
回
行
な
わ
れ
た
の
も
、
マ
ン
ネ

リ
化
の
防
止
、
権
威
の
維
持
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
妥
当
な
線
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
し
て
、
歌
道
家
と
・
し
て
六
条
藤
家
を
組
織
し
よ
う
と
い
う
顕
季
の
意

図
は
、
心
耳
そ
の
人
の
院
近
臣
と
し
て
の
勢
威
、
そ
れ
と
関
連
も
す
る
歌
壇

的
地
位
、
歌
人
と
し
て
の
力
量
と
相
輿
っ
て
、
見
事
に
果
た
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
人
丸
影
を
継
承
す
る
こ
と
が
、
歌
道
家
と
し
て
の
六
条
藤
家
の

継
承
に
大
き
な
意
味
を
も
つ
そ
の
淵
源
は
、
こ
の
人
麿
影
供
に
あ
っ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
、

　
人
麿
影
供
の
成
功
は
、
顕
季
の
歌
壇
的
立
場
に
影
響
を
与
え
た
よ
う
で
あ

る
。
と
い
う
の
は
、
顕
季
の
歌
壇
活
動
に
、
人
丸
影
供
を
境
に
変
化
が
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
現
存
資
料
で
、
顕
季
が
歌
合
の
判
者
と
な
っ
た
の
は
、
人

丸
影
供
以
前
に
お
い
て
は
、
永
久
四
年
六
月
四
日
参
議
実
行
歌
合
（
以
下
、

歌
合
名
は
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
に
拠
る
）
の
み
で
あ
る
が
、
元
永
元
年
六

月
一
六
目
の
人
皆
影
供
を
挾
ん
で
、
同
二
九
日
の
右
兵
衛
督
実
行
歌
合
、
同

　
　
　
六
条
藤
家
を
め
ぐ
っ
て

二
年
七
月
一
三
目
内
大
臣
忠
通
歌
合
、
保
安
二
年
閏
五
月
一
三
日
内
蔵
頭
長

実
歌
合
、
同
二
六
日
内
蔵
頭
長
陽
歌
合
と
立
て
続
け
に
判
者
と
な
っ
て
い
る
。

実
行
は
顕
季
の
婿
、
長
棒
は
顕
季
男
で
あ
る
点
を
割
り
引
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
こ
れ
ら
の
歌
合
で
、
俊
頼
、
永
縁
、
基
俊
、
藤
原
仲
実
、
源
顕
仲

ら
が
そ
の
判
を
受
け
て
い
る
点
を
考
慮
す
る
と
、
顕
季
の
歌
壇
的
地
位
の
更

な
る
向
上
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
、
人
質
影
供
の
成
功
が
資

し
た
こ
と
は
大
い
に
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
、
顕
季
が
六
条
藤
家
を
歌
道
家
と
し
て
組
織
す
る
の
に
、
人
丸
影
供

が
い
か
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
。
が
、
ま

だ
問
題
は
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
何
故
に
顕
季
は
歌
道
家
を
組
織
し
よ
う

と
し
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
院
の
近
臣
と
し
て
、
正
三
位
修
理
大
夫
と
し
て
、
顕
季
は
時
め
い
て
は
い

た
。
し
か
し
、
祖
父
頼
任
は
丹
波
、
美
濃
守
、
三
三
経
は
甲
斐
、
摂
津
、
美

濃
守
を
歴
任
し
、
い
ず
れ
も
四
位
止
ま
り
で
あ
っ
た
。
顕
季
自
身
、
　
「
修
理

大
夫
顕
季
朝
臣
選
一
従
三
位
一
五
鮪
紅
熟
糟
糠
三
」
（
『
中
右
記
』
康
和
六
年
正
月
二
九

（
注
n
）

目
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
家
格
と
し
て
は
、
高
々
受
領
階
級
で
し
が
な
か

っ
た
。
白
河
院
と
の
関
係
、
さ
ら
に
長
年
に
亙
る
受
領
の
間
に
貯
え
た
で
あ

ろ
う
財
力
な
ど
に
よ
っ
て
、
顕
季
は
家
格
と
し
て
は
異
例
の
出
世
を
遂
げ
つ

つ
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
却
っ
て
、
廷
臣
と
し
て
立
つ
べ
き
自
己
の
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



基
盤
の
脆
弱
さ
を
、
誰
よ
り
も
深
く
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
家

の
存
在
意
義
を
、
公
家
社
会
の
中
に
確
立
し
よ
う
と
い
う
意
図
と
、
承
暦
元

年
讃
岐
守
顕
季
歌
合
（
時
に
二
三
塵
習
作
的
自
歌
合
と
い
わ
雑
い
以
来

の
歌
道
へ
の
精
進
と
が
結
び
付
い
た
の
が
声
歌
道
家
の
組
織
へ
の
志
向
に
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
3
）

か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
有
職
故
実
や
明
経
道
な
ど

と
違
っ
て
、
既
に
重
代
の
家
が
あ
り
、
六
条
源
家
に
萌
し
は
あ
っ
た
が
、
歌

道
家
は
い
ま
だ
組
織
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

三

・
顕
露
と
同
じ
く
堀
河
院
百
首
の
作
者
で
、
儒
者
、
漢
詩
人
と
し
て
著
名
で

あ
っ
た
大
江
匡
房
は
、
「
聾
心
官
爵
．
一
云
昌
福
禄
↓
皆
野
昌
文
道
之
徳
一
所
レ
経
説
」

と
言
い
、
　
「
世
間
事
全
無
レ
所
レ
思
」
と
ま
で
述
べ
る
が
、
一
方
で
は

　
・
只
所
目
遣
恨
”
王
立
レ
歴
畠
蔵
人
二
一
ト
、
子
孫
ガ
ワ
ロ
ク
テ
ヤ
ミ
「
ヌ
ル
ト
r

’
．
ナ
リ
9
足
下
ナ
ド
ノ
様
ナ
ル
子
孫
ア
ラ
マ
シ
カ
バ
、
何
事
ヲ
カ
思
侍
ラ

　
　
マ
シ
。
家
之
文
書
、
厄
道
之
秘
事
、
皆
以
欲
畠
漂
滅
一
也
。
就
ヒ
中
史
書
全

　
　
経
秘
説
、
徒
ニ
テ
欲
ヒ
滅
也
。
元
島
委
細
之
人
叫
貴
下
二
少
々
欲
昌
語
申
甲

　
　
如
何
。
　
　
　
、
r
、
「
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
江
談
抄
』
第
五
）

と
、
儒
老
の
家
学
と
ル
て
の
史
書
経
書
の
秘
説
を
伝
え
る
べ
き
子
孫
の
な
い

こ
と
を
嘆
き
、
藤
原
実
兼
に
そ
れ
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
ま
た
、
時
代
的
に

少
し
下
る
が
、
今
様
を
好
み
、
　
『
梁
塵
秘
抄
』
ま
で
編
ん
だ
後
白
河
院
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

　
、
年
頃
か
ば
か
り
嗜
み
習
ひ
た
る
事
を
、
誰
に
て
も
伝
へ
て
、
其
流
れ
な

　
　
ど
も
、
後
に
は
い
は
れ
ば
や
と
思
へ
ど
も
、
習
ふ
輩
あ
れ
ど
、
こ
れ
を

　
　
つ
ぐ
べ
き
弟
子
の
な
き
こ
そ
、
遺
恨
の
事
に
て
あ
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』
巻
十
）

　
　
年
頃
好
み
た
る
事
に
、
た
し
か
に
伝
へ
た
る
弟
子
の
な
き
、
ロ
惜
し
き

　
　
虚
幻
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
同
　
）

と
、
真
に
継
ぐ
べ
き
弟
子
の
な
い
こ
と
を
嘆
じ
て
い
る
。
子
孫
と
弟
子
と
い

う
違
い
は
あ
っ
て
も
、
両
者
と
も
継
承
す
る
老
の
な
い
嘆
き
は
察
す
る
に
余

り
あ
る
。

　
顕
要
の
場
合
も
、
歌
道
家
と
し
て
組
織
し
た
六
条
藤
家
が
、
真
に
確
立
さ

れ
る
た
め
に
は
、
す
ぐ
れ
た
後
継
者
が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
顕
季
は
、

歌
道
家
の
継
承
を
意
味
す
る
人
丸
影
を
「
歯
黒
卿
一
男
中
納
言
長
実
卿
、
」
二

男
参
議
家
保
卿
こ
の
道
に
た
へ
ず
と
て
、
三
男
左
京
大
夫
顕
輔
卿
に
譲
」
つ

た
と
い
う
（
『
古
今
著
聞
集
』
巻
込
）
。
こ
れ
は
、
顕
輔
の
歌
人
と
し
て
の
力
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
4
）

を
認
め
．
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
馬
、
長
男
の
長
実
も
歌
人
で
あ
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
特
に
第
三
子
の
宝
鑑
に
歌
説
を
伝
え
て
い
る
（
『
袋
草
紙
』
『
袖

中
抄
』
な
ど
）
の
は
、
そ
の
才
を
見
込
ん
で
、
自
ら
の
後
継
者
に
育
て
あ
げ

た
と
も
言
え
る
。
中
世
に
よ
く
あ
る
く
一
子
相
伝
〉
に
極
め
て
似
て
い
る
と

い
っ
て
よ
ろ
し
か
ろ
う
。
こ
れ
と
、

　
　
実
子
な
り
と
も
、
此
道
に
た
へ
ざ
ら
ん
者
に
は
伝
ふ
べ
か
ら
ず
、
写
し



　
　
も
す
べ
か
ら
ず
。
、
起
請
文
あ
る
と
か
や
。
　
　
　
（
『
古
今
署
聞
集
』
巻
五
）

と
い
う
入
丸
影
の
伝
承
、
、
書
写
に
つ
い
て
の
厳
し
い
春
宵
と
は
、
か
の
有
名

．
な
、

．
’
こ
の
別
紙
の
山
伝
ハ
当
芸
に
お
い
て
象
の
大
事
、
一
代
一
人
の
相
伝
な

　
　
り
。
た
と
へ
一
子
た
り
と
い
ふ
と
も
、
無
器
量
の
者
に
は
伝
ふ
べ
か
ら

　
　
ず
。
　
：
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
（
『
風
姿
花
伝
』
、
第
七
「
別
紙
口
伝
」
）

と
い
3
世
何
弥
ほ
ゼ
徹
底
ル
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
噛
後
継
老
の
厳
選

と
い
う
似
通
っ
た
点
を
見
出
過
る
の
で
あ
る
。
．
換
言
す
れ
ぜ
、
二
季
の
歌
道

家
を
組
織
す
る
と
い
う
営
み
が
、
い
か
に
強
い
自
覚
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
流
か
を
示
す
略
の
と
い
え
よ
、
η
。
‘

　
顕
輔
も
、
顕
爵
の
意
志
を
継
い
で
、
歌
道
家
の
確
立
に
努
め
た
。
俊
頼
の

『
金
葉
集
』
撰
集
事
業
の
際
、
直
証
は
、

　
　
　
－
前
木
工
頭
俊
頼
馬
撰
集
う
け
た
ま
は
り
て
、
‘
よ
め
ら
ん
歌
、
と
た

　
　
　
　
び
み
＼
い
は
れ
し
か
ば
、
つ
か
は
す
と
て

’
3
5
「
家
の
風
ふ
か
ぬ
も
の
ゆ
ゑ
億
つ
か
し
の
森
の
こ
と
の
葉
ち
ら
し
は
て
」

　
　
「
つ
る
　
　
、
　
：
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
‘
（
『
左
京
大
夫
顕
輔
卿
集
』
）

と
い
う
歌
を
詠
ん
で
い
る
（
『
金
葉
集
』
雑
上
．
五
八
九
に
入
閣
）
。
　
「
家
の
風
」
、

弦
、
『
拾
遺
集
』
雑
上
・
四
七
三
の
歌
に
つ
い
て
、
清
輔
が
「
寡
の
風
と
は
、

家
の
業
を
伝
ふ
る
な
り
」
（
『
黒
雲
抄
』
中
．
釈
）
と
言
う
よ
う
に
、
r
家
業
の
こ

必
で
あ
み
。
、
謡
言
う
ん
顕
輔
の
「
家
の
風
」
ド
と
億
酒
父
顕
季
以
来
の
歌
道
を

　
　
　
六
条
藤
家
を
め
ぐ
っ
て

意
味
す
る
。
顕
輔
の
歌
は
謙
辞
だ
け
に
却
っ
て
、
面
輔
が
家
業
と
し
て
の
歌

道
を
、
い
か
に
自
覚
し
て
い
た
か
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。

　
顕
季
は
顕
輔
…
と
い
う
よ
き
後
継
老
を
得
た
が
、
新
し
く
組
織
さ
れ
た
歌
道

家
で
あ
る
か
ら
、
人
丸
影
が
あ
る
の
み
で
、
匡
房
の
い
う
「
家
之
文
書
、
道

之
秘
事
」
「
は
な
か
っ
た
。
自
ら
家
蚕
（
歌
説
）
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
：

、
極
論
が
出
詠
し
た
り
、
判
者
と
な
っ
た
り
し
た
歌
会
や
歌
合
、
　
『
六
条
修
ウ

理
大
夫
集
』
な
ど
に
そ
の
名
が
見
え
、
交
渉
の
あ
っ
た
歌
人
中
に
、
歌
学
書

を
著
わ
し
た
り
、
勅
撰
集
の
撰
者
に
な
っ
た
り
し
た
人
と
し
て
は
、
源
経
信
、

源
俊
頼
、
藤
原
通
俊
、
隆
源
が
お
り
、
そ
れ
に
大
江
匡
房
、
藤
原
基
俊
、
花

蕊
、
、
藤
原
顕
仲
、
・
津
守
国
基
な
ど
の
歌
人
も
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
と
の
交

流
の
中
で
、
顕
季
は
歌
学
的
な
知
識
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
歌

学
書
を
残
し
て
い
な
い
津
守
国
基
の
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
　
住
吉
の
社
は
四
社
お
は
し
ま
す
。
三
社
は
此
童
詩
姫
也
。
玉
津
島
明
神

　
　
と
申
す
也
と
そ
、
津
守
国
基
は
将
作
（
顕
季
、
引
用
勘
注
）
に
語
り
申
し

　
　
け
る
。
　
r
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
奥
儀
抄
』
下
・
釈
）

r
今
伺
、
清
輔
や
顕
昭
の
学
書
か
ら
窺
わ
れ
る
顕
季
の
話
説
（
顕
輔
か
ら
の

伝
聞
）
は
、
和
歌
の
故
実
や
作
法
、
和
歌
の
注
釈
、
和
歌
説
話
な
ど
、
そ
の

一
部
だ
け
で
も
雑
多
で
あ
っ
て
、
体
系
化
さ
れ
た
歌
学
と
は
見
な
し
が
た
い
。

ζ
れ
は
、
顕
季
の
歌
説
の
形
成
過
程
の
多
様
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
γ



一
方
、
こ
れ
は
容
疑
の
歌
説
の
幅
の
広
さ
と
も
言
い
得
る
わ
け
で
、
井
上
宗

　
　
　
　
　
　
（
注
1
5
）

雄
氏
が
指
摘
さ
れ
る
「
故
左
京
兆
（
言
言
、
引
用
者
注
）
の
申
さ
れ
し
は
、
こ

の
ま
二
つ
き
弓
の
歌
は
、
い
か
に
よ
め
る
に
か
、
あ
ま
た
の
人
に
た
つ
ぬ
れ

ど
も
、
憶
か
に
云
ひ
ら
く
心
な
し
」
（
『
書
中
抄
』
第
三
）
に
端
的
に
表
わ
さ
れ

た
顕
輔
の
姿
勢
に
通
じ
、
六
条
藤
家
歌
学
の
特
徴
で
あ
る
、
幅
の
広
い
考
証

学
的
態
度
の
一
面
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
顕
季
の
歌
説
は
、

歌
学
と
呼
び
得
る
ほ
ど
体
系
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
顕
輔
を
経
て
、

清
輔
、
顕
昭
に
よ
っ
て
、
体
系
化
さ
れ
、
集
大
成
さ
れ
る
。
こ
の
顕
季
に
よ

っ
て
、
六
条
藤
家
歌
学
の
基
礎
が
築
か
れ
た
こ
と
は
、
先
学
の
御
指
摘
を
侯

つ
ま
で
も
な
い
。

　
顕
季
が
顕
輔
に
歌
説
を
講
じ
た
こ
と
は
、
世
間
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ

う
で
、

　
　
左
京
大
夫
顕
輔
、
新
院
（
崇
二
院
、
引
用
者
注
）
に
参
り
た
り
け
る
に
、
「
百

　
　
首
よ
む
や
う
は
習
ひ
た
る
か
」
と
仰
ご
と
あ
り
け
れ
ば
、
「
習
ひ
た
る

　
　
事
候
は
ず
。
顕
季
も
教
へ
ず
候
ふ
」
と
申
し
け
れ
ば
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
古
今
著
聞
集
』
巻
五
）

と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
崇
徳
院
の
言
に
は
、
堀
河
百
首
を
始
め
と
す
る
百

首
歌
の
盛
行
の
中
で
、
当
然
百
首
歌
の
詠
み
方
は
塩
谷
か
ら
習
っ
て
い
る
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
6
）

ず
だ
と
い
う
口
吻
が
感
じ
ら
れ
る
が
（
因
み
に
鎌
倉
以
降
の
歌
学
書
に
は
百

首
歌
の
詠
み
方
が
よ
く
説
か
れ
て
い
る
）
、
歌
説
の
継
承
、
家
学
を
認
知
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
歌
人
と
し
て
の
顕
輔
、
歌

道
家
と
し
て
の
六
条
藤
家
の
権
威
に
重
み
を
加
え
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
崇
徳
院
の
院
宣
に
よ
っ
て
、
顕
貴
が
『
詞
花

集
』
の
撰
者
と
な
る
に
及
び
、
歌
道
家
と
し
て
の
六
条
藤
家
は
、
名
実
と
も

に
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四

　
　
　
　
四
位
申
し
た
る
を
ゆ
る
さ
れ
ざ
り
け
れ
ば
、
弟
ど
も
四
位
に
て
侍

　
　
　
　
る
に
、
い
ま
だ
ゆ
る
さ
れ
ぬ
よ
し
な
ど
申
文
に
書
て
奉
る
と
て

　
枷
や
へ
く
に
人
だ
に
の
ぼ
る
位
山
老
い
ぬ
る
身
に
は
苦
し
が
り
け
り

　
　
　
　
　
こ
の
た
び
な
む
ゆ
る
さ
れ
け
る

　
清
輔
は
、
重
家
ら
の
弟
に
も
官
位
を
越
さ
れ
、
従
四
位
下
太
皇
太
后
宮
大

進
ど
ま
り
で
、
生
涯
官
途
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
度
々
昇
進
や
任

官
を
望
む
申
文
や
歌
を
所
々
に
奉
っ
た
こ
と
は
、
右
の
歌
か
ら
も
窺
え
る
し
、

『
清
輔
朝
臣
集
』
に
も
散
見
す
る
（
四
〇
五
、
四
一
三
な
ど
）
。
ま
た
身
の
不

遇
を
か
こ
つ
歌
も
多
い
。

　
　
　
　
梅

　
1
7
梅
の
花
お
な
じ
ね
よ
り
は
生
ひ
な
が
ら
い
か
な
る
枝
の
咲
き
お
く
る

　
　
　
ら
ん

　
　
　
　
述
懐



　
柳
と
し
を
経
て
梅
も
桜
も
咲
く
も
の
を
我
が
身
の
花
に
ま
ち
ぞ
佗
ぬ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
7
）

　
清
輔
は
、
そ
の
事
情
は
い
ろ
く
推
測
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
た
と
え

ぼ
顕
輔
が
『
詞
花
集
』
撰
進
の
院
宣
を
奉
じ
た
時
も
、
　
「
予
土
レ
時
不
レ
快
」

（『

ﾜ
草
紙
』
上
巻
）
と
い
う
ご
と
く
、
顕
輔
と
長
い
間
不
和
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
に
、
家
の
発
展
を
托
さ
れ
た
弟
の
重
家
、
聖
経
の
官
途
の
順
調
さ
を
よ

そ
に
、
清
輔
は
暗
欝
な
沈
倫
の
四
十
余
年
を
送
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ

の
不
遇
画
論
の
間
に
、
清
輔
は
和
歌
に
精
進
し
、
多
量
の
歌
学
的
知
識
を
身

に
つ
け
た
。
父
の
庇
護
が
薄
い
以
上
、
清
輔
は
自
ら
の
力
で
運
命
を
切
り
拓

い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
曾
祖
父
以
来
の
和
歌
が
あ
り
、
祖
父
以

来
の
歌
学
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
和
歌
ハ
有
レ
石
亀
也
。
無
一
廻
事
一
人
及
帝
王
ニ
モ
達
レ
事
其
道
也
。
所
望

　
　
申
文
若
ハ
名
籍
ニ
モ
副
レ
之
、
先
躍
也
。
　
　
　
　
　
（
『
袋
草
紙
』
上
巻
）

と
和
歌
の
功
用
を
説
い
た
清
輔
は
、
「
源
重
之
、
蓮
仲
法
師
の
先
例
に
加
え
て
、

自
ら
の
忘
れ
難
い
例
も
記
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
先
に
引
用
し
た
四
二
〇

の
歌
の
左
注
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
歌
を
鳥
羽
院
へ
の
申
文
に
添
え

て
奉
っ
た
と
こ
ろ
、
「
賢
ク
有
昌
御
感
叫
其
後
叙
昌
四
品
一
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
清
輔
の
和
歌
に
対
す
る
姿
勢
を
如
実
に
示
し
て
い
る
の
が
、
次

の
記
事
で
あ
る
。

　
　
又
新
院
御
給
ヲ
申
二
度
々
漏
シ
カ
バ
、
十
二
月
二
十
旧
比
、
事
製
革
奏

　
　
聞
歌

　
　
　
六
条
藤
家
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
位
山
臥
ニ
ノ
鶯
人
シ
レ
ズ
ネ
ノ
ミ
ナ
カ
レ
テ
春
ヲ
マ
ツ
カ
ナ

　
　
明
年
御
異
所
レ
給
也
。
慾
望
人
置
墨
其
数
⑩
而
仰
云
、
依
昌
優
和
歌
↓
給
昌

　
　
清
輔
一
云
々
。
何
面
目
如
レ
之
哉
。
錐
レ
不
レ
堪
レ
事
、
依
羽
翼
道
一
度
々
有
昌

　
　
面
目
司
是
多
年
稽
古
勘
所
レ
致
敷
。
　
　
　
　
　
　
　
（
『
袋
草
紙
』
上
巻
）

　
清
輔
の
よ
う
な
考
え
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
鴨
長
明
の
『
無
名
抄
』
か
ら
も

窺
え
る
。
父
の
庇
護
の
期
待
で
き
な
い
清
輔
は
、
実
質
的
に
は
孤
児
に
近
い

が
、
父
を
早
く
亡
く
し
た
孤
児
の
長
明
に
対
し
、
中
原
有
安
は
長
明
が
歌
人

と
し
て
立
つ
こ
と
に
は
否
定
的
と
は
い
え
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
歌
の
道
其
身
に
堪
へ
た
る
こ
と
な
れ
ば
、
こ
Σ
か
し
こ
の
会
に
構
へ
て

　
　
一
と
招
請
す
べ
し
。
宜
し
き
歌
よ
み
出
で
た
ら
ば
、
面
目
も
あ
り
、

　
　
身
の
名
誉
も
出
で
き
ぬ
べ
し
。
…
…
何
事
を
も
好
む
ほ
ど
に
、
其
道
に

　
　
優
れ
ぬ
れ
ば
、
錐
、
袋
に
た
ま
ら
ず
と
て
、
其
聞
え
有
り
て
必
ず
し
か

　
　
る
べ
き
所
の
会
に
も
交
は
り
、
雲
客
月
卿
の
鑓
の
末
に
も
臨
む
事
も
有

　
　
り
ぬ
べ
し
。
是
こ
そ
道
の
先
途
に
て
は
あ
れ
。
（
「
不
可
立
歌
仙
教
訓
事
」
）

　
天
皇
や
院
、
さ
ら
に
権
門
に
歌
を
奉
っ
て
所
望
を
達
し
、
或
い
は
宮
廷
歌

壇
や
権
門
の
歌
会
な
ど
で
活
躍
し
て
春
顧
を
得
、
社
会
的
地
位
や
官
途
の
昇

進
を
得
よ
う
と
い
う
清
輔
の
志
向
に
影
響
を
与
え
た
の
は
、
彼
が
若
い
時
に

見
聞
し
た
藤
原
基
俊
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
基
俊
は
右
大
臣
藤
原

平
家
の
五
男
で
あ
り
な
が
ら
、
若
年
に
し
て
父
、
兄
を
失
い
、
有
力
な
庇
護

者
の
な
い
ま
ま
、
従
五
位
上
左
衛
門
佐
で
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
和
歌
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



っ
て
官
途
を
得
よ
う
と
し
て
、
和
歌
の
才
学
を
み
が
き
、
多
く
の
歌
合
に
判

者
と
し
て
臨
み
、
つ
い
に
は
俊
頼
と
並
称
さ
れ
た
歌
人
で
あ
る
。
こ
の
基
俊

に
、
清
輔
は
大
い
に
共
感
す
る
所
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
後
年
、
清
輔
は

『
続
詞
花
集
』
に
お
い
て
、
俊
頼
の
一
一
首
に
対
し
、
基
俊
は
父
顕
輔
と
同

じ
一
〇
首
を
採
っ
て
い
る
。
顕
輔
の
『
詞
花
集
』
で
は
、
俊
頼
一
一
首
に
対

し
、
基
俊
一
首
で
あ
っ
た
の
と
、
大
き
な
落
差
が
あ
る
。
　
『
続
詞
花
集
』
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
8
）

最
も
多
く
入
墨
し
て
い
る
の
が
、
清
輔
が
恩
顧
を
蒙
っ
た
五
徳
院
の
一
八
首

で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ぼ
、
基
俊
の
一
〇
首
に
は
、
清
輔
の
個
人
的
な
感

情
も
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
顕
輔
も
最
後
に
は
、
清
輔
の
歌
才
を
認
め
、
歌
道
家
と
し
て
の
六
条
藤
家

の
将
来
を
委
ね
た
。

　
　
　
久
寿
二
年
二
月
人
丸
子
を
清
輔
朝
臣
に
伝
へ
け
る
時
、
花
艶
言
レ
志

　
　
　
と
い
ふ
事
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
京
大
夫
顕
輔

　
　
命
あ
れ
ば
多
く
の
春
に
逢
ひ
ぬ
れ
ど
こ
と
し
ば
か
り
の
花
は
見
ざ
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
続
古
今
集
』
陛
下
・
一
一
七
）

こ
の
後
ま
も
な
く
五
月
七
日
に
顕
輔
は
没
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
年
清
輔
が

尚
歯
会
を
行
な
っ
た
後
の
記
事
が
『
古
今
著
聞
集
』
巻
五
に
見
え
る
。

　
　
父
顕
輔
卿
、
子
孫
の
中
に
こ
の
道
に
た
へ
た
り
と
て
、
清
輔
朝
臣
に
伝

　
　
へ
た
り
け
る
人
丸
亀
・
破
子
硯
を
、
重
出
卿
子
息
中
務
権
大
輔
経
家
朝

　
　
臣
に
譲
ら
れ
て
け
り
。
和
歌
の
文
書
、
季
経
朝
臣
に
譲
り
て
け
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

　
質
量
は
歌
道
家
の
継
承
を
意
味
す
る
人
丸
影
、
そ
し
て
破
子
硯
、
和
歌
文

書
を
清
輔
に
譲
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
顕
季
が
人
丸
影
供
の
際
に
、
白
河

院
か
ら
三
田
と
し
て
下
賜
さ
れ
た
讃
岐
の
里
海
庄
を
ふ
顕
輔
は
相
続
し
た
ら

し
い
が
、
そ
れ
も
清
輔
に
譲
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
既
述
し
た
。

　
顕
輔
か
ら
最
も
疎
ん
じ
ら
れ
た
清
輔
が
、
そ
の
故
に
歌
道
に
精
進
し
、
結

果
的
に
歌
道
家
と
し
て
の
六
条
藤
家
を
継
承
し
た
の
は
皮
肉
で
も
あ
る
が
、

清
輔
も
後
継
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
、
更
に
歌
道
に
遽
進
し
た
。
以
下
、

久
寿
二
年
二
月
の
歌
道
家
継
承
後
の
清
輔
の
事
蹟
を
追
っ
て
み
た
い
。

　
清
輔
の
代
表
的
著
作
『
袋
草
紙
』
は
、
和
歌
並
び
に
作
歌
行
為
を
才
学
故

実
の
対
象
と
し
て
、
組
織
化
し
、
、
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
祖

父
顕
季
以
来
の
六
条
藤
家
の
歌
説
を
、
歌
学
と
し
て
体
系
化
し
、
集
大
成
も

た
も
の
で
も
あ
る
。
清
輔
自
身
、
家
学
を
集
大
成
す
る
と
い
う
自
覚
を
持
っ

て
事
に
当
た
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
清
輔
の
著
作
に
『
牧
笛
記
』
（
散
侠
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
寂
超
が
『
詞

花
集
』
を
批
難
す
る
『
後
葉
集
』
を
編
ん
だ
の
に
対
し
、
そ
れ
に
反
駁
す
る

た
め
に
著
し
た
と
い
う
（
『
和
歌
色
葉
』
）
。
清
輔
は
『
詞
花
集
』
撰
進
の
際
に
、

顕
輔
か
ら
「
予
言
レ
着
癖
レ
快
」
で
あ
っ
た
（
既
述
）
の
を
許
さ
れ
、
忠
兼
、
隆

縁
や
顕
方
（
顕
賢
）
ら
と
共
に
、
撰
歌
に
協
力
し
た
（
『
詞
花
集
註
』
）
。
し
か

し
「
撰
集
者
之
子
息
之
歌
無
レ
入
之
例
」
に
よ
り
、
自
歌
が
入
集
し
な
か
っ

た
の
を
「
大
事
也
」
と
述
べ
て
い
る
し
、
顕
輔
と
撰
歌
を
め
ぐ
っ
て
衝
突
し



た
り
し
て
（
『
袋
草
紙
』
上
巻
）
、
　
『
詞
花
集
』
に
は
あ
ま
り
い
い
感
情
を
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
0
）

て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
歌
道
家
と
し
て
の
栄
誉
を

守
る
た
め
に
、
多
少
の
不
満
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
　
『
詞
花
集
』
を
擁
護
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
顕
輔
が
院
宣
を
奉
じ
た
こ
と
を
、
「
暦
象
墨
祖
父
時
評

閣
一
被
レ
奉
昌
撰
集
↓
希
有
事
也
」
（
『
袋
草
紙
』
上
巻
）
と
大
変
な
名
誉
に
思
っ
て

い
る
清
輔
な
の
で
あ
る
。
　
　
　
、

　
清
輔
の
私
撰
集
の
一
つ
に
『
続
詞
花
集
』
が
あ
る
。
清
輔
の
祓
文
に
は
、

撰
集
作
業
を
進
め
て
い
る
う
ち
に
、
二
条
天
皇
の
叡
聞
に
入
り
、
天
覧
に
備

え
て
繕
写
し
て
い
る
間
に
、
崩
御
に
あ
っ
て
、
勅
撰
に
な
ら
な
か
っ
た
旨
を

記
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
天
理
図
書
館
本
か
ら
引
用
し
よ
う
（
返
り
点
は
私

案
）
。

　
　
恨
レ
之
（
崩
御
、
引
用
箆
鷺
）
尤
切
、
仙
居
嘉
月
早
蔵
、
愁
レ
之
至
深
、
橋
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菖
力
、
引
用
者
注
）

　
　
山
之
雲
量
在
、
縦
不
レ
遂
昌
蓄
懐
↓
争
可
レ
秘
雨
蓋
撰
↓
員
数
瓦
之
、
編
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
（
朱
書
、
引
用
者
注
）

　
　
一
千
首
之
詞
｛
部
類
区
別
、
次
三
一
十
巻
一
望
号
名
昌
続
詞
花
門
以
為
愚
口

　
　
実
一
而
巳
、

恩
顧
を
蒙
っ
た
二
条
帝
を
失
っ
た
清
輔
の
悲
し
み
と
失
望
と
が
伝
わ
っ
て
く

る
文
章
で
あ
る
が
、
　
『
清
輔
朝
臣
集
』
に
も
次
の
二
首
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
二
条
御
門
う
せ
さ
せ
給
ひ
て
、
御
は
ふ
り
の
夜
よ
め
り
け
る
歌
ど

　
　
　
　
も

　
鋤
あ
り
し
ょ
に
衛
士
の
た
く
火
は
消
え
に
し
を
こ
は
又
な
に
の
煙
な
る

　
　
　
六
条
藤
家
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
ら
ん

　
麗
、
よ
う
つ
代
と
た
の
み
し
君
を
宵
の
間
の
空
の
煙
と
見
る
ぞ
悲
し
き

　
ま
た
、
右
の
文
章
か
ら
は
、
勅
撰
集
に
な
ら
な
か
っ
た
無
念
さ
も
強
く
滲

み
出
て
く
る
。
結
局
、
こ
の
撰
集
は
『
続
詞
花
集
』
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、

そ
の
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
い
く
ら
勅
撰
集
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
と
は
い
え
、
単
な
る
私
撰
集
に
、

『
拾
遺
集
』
に
対
す
る
『
後
拾
遺
集
』
の
ご
と
く
、
勅
撰
集
の
名
を
と
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
1
）

命
名
す
る
の
は
異
例
に
属
す
る
。
し
か
も
、
〃
後
詞
花
集
”
で
は
な
く
、
『
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
2
）

詞
花
集
』
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
父
子
二
代
に
わ
た
る
勅
撰
集
撰

者
と
い
う
栄
誉
を
逸
し
た
、
余
り
あ
る
無
念
さ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
と
と

も
に
、
顕
輔
が
編
纂
し
、
六
条
藤
家
に
と
っ
て
一
つ
の
金
字
塔
と
も
い
う
べ

き
『
詞
花
集
』
㊨
後
を
継
ぎ
、
父
の
偉
業
を
継
承
す
る
と
い
う
自
覚
が
込
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
『
拾
遺
古
今
』
『
後
葉
集
』
と
い
っ
た
、
“

『
詞
花
集
』
批
判
の
撰
集
の
あ
る
中
で
、
個
人
的
に
は
あ
ま
り
い
い
感
を
抱

い
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
『
詞
花
集
』
の
名
を
敢
え
て
用
い
た
所
に
、
清

輔
の
歌
道
家
の
継
承
者
と
し
て
の
強
い
意
識
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

b
つ
。

　
清
輔
の
最
晩
年
に
属
す
る
事
蹟
で
特
筆
す
べ
き
は
、
承
安
二
年
三
月
一
九

日
に
白
河
の
宝
荘
厳
院
で
行
な
わ
れ
た
尚
歯
会
が
あ
る
。
こ
の
会
の
意
義
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
塾
）

つ
い
て
は
、
久
保
田
淳
氏
と
、
そ
れ
を
承
け
た
井
上
宗
雄
氏
の
御
見
解
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



り
、
と
も
に
首
肯
で
き
る
が
、
若
干
の
私
見
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　
尚
歯
会
の
模
様
は
、
清
輔
自
身
の
記
し
た
『
暮
春
白
河
尚
歯
会
和
歌
墨
壷
』

か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
参
会
老
は
主
人
の
清
輔
、
七
里
を
つ
と
め
る
頼

政
ら
六
人
、
垣
下
の
人
々
は
「
多
く
は
扶
持
の
人
々
」
で
あ
る
が
、
介
添
役

の
頼
政
息
仲
綱
ら
一
〇
人
で
あ
り
、
そ
の
中
に
重
家
、
顕
昭
、
季
経
と
い
う

清
輔
の
弟
が
い
た
。
人
的
構
成
と
し
て
は
、
ご
く
内
輪
の
会
で
あ
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
世
間
の
注
目
を
浴
び
た
。
清
輔
自
身
が
記
す
。

　
　
見
る
者
道
俗
、
高
き
い
や
し
き
、
山
上
木
下
ご
と
に
群
れ
た
ち
群
れ
居

　
　
て
、
目
し
ば
ら
く
も
捨
て
ず
。
又
あ
る
ひ
は
車
を
立
て
て
見
る
女
あ
り
。

　
　
あ
る
ひ
は
堂
の
内
に
入
り
て
、
の
ぞ
く
人
も
数
有
り
。
過
ぎ
に
し
か
た

　
　
も
聞
か
ず
。
末
の
世
に
は
は
た
有
が
た
き
見
も
の
な
り
。

　
ま
た
、
弟
の
重
家
が
清
輔
の
下
襲
の
尻
を
と
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
清
輔

は
、　

　
四
位
の
下
襲
の
尻
を
三
位
の
と
る
こ
と
昔
も
聞
か
ず
。
こ
れ
齢
を
尊
び
、

　
　
道
を
重
く
す
る
あ
ま
り
な
り
。
見
る
者
目
を
お
ど
ろ
か
し
、
涙
を
の
こ

　
　
ふ
べ
し
。

と
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て
い
る
。
清
輔
の
得
意
満
面
な
さ
ま
が
髪
髭
と
す
る
が
、

．「

ｹ
を
重
く
す
る
あ
ま
り
な
り
」
の
「
道
」
は
、
文
脈
か
ら
「
悌
の
道
」
を

さ
す
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
が
、
臆
測
を
め
ぐ
ら
せ
ば
、
　
「
歌
道
」
の
意

庵
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
尚
歯
会
は
和
歌
会
で
も
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

か
ら
、
会
の
主
人
で
あ
り
、
兄
で
あ
る
か
ら
と
い
う
こ
と
と
と
も
に
、
歌
道

家
を
継
い
で
い
る
自
分
が
、
官
位
を
無
視
し
て
、
撮
記
に
下
．
襲
を
と
ら
せ
て

も
当
然
と
い
っ
た
意
識
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
「
多

く
は
詩
会
に
こ
そ
侍
る
に
、
和
歌
は
珍
し
き
事
に
や
」
（
『
古
今
著
聞
集
』
巻
五
）

と
い
う
尚
歯
会
を
行
な
っ
た
清
輔
な
の
で
あ
る
。

．
「
年
ご
ろ
の
望
み
」
で
あ
る
尚
歯
会
の
挙
行
に
際
し
、
清
輔
が
強
く
意
識

し
て
い
た
も
の
の
一
つ
に
、
死
期
の
近
い
こ
と
を
覚
悟
し
た
顕
輔
が
、
久
寿

二
年
二
月
に
催
し
た
花
宴
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
宴
に
お
い
て
、

顕
輔
が
人
尊
影
を
清
輔
に
伝
え
た
こ
と
は
、
先
に
『
続
古
今
集
』
の
歌
を
引

い
て
述
べ
た
が
、
『
左
京
大
夫
書
巻
卿
集
』
を
引
こ
う
。

　
　
　
　
老
の
病
、
日
に
そ
へ
て
よ
う
つ
も
な
ら
ね
ど
、
南
お
も
て
の
花
盛

　
　
　
　
り
な
り
と
聞
き
て
、
例
の
里
な
れ
ば
、
人
々
に
案
内
し
て
、
花
宴

　
　
　
　
せ
し
に

　
掘
命
あ
れ
ば
多
く
の
春
に
逢
ひ
ぬ
れ
ど
こ
と
し
ば
か
り
の
花
は
見
ざ
り

　
　
　
き

詞
書
に
あ
る
よ
う
に
、
　
「
人
々
に
案
内
し
て
」
行
な
わ
れ
た
花
宴
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
「
人
々
」
を
立
ち
合
い
と
す
る
形
で
、
人
丸
・
影
を
清
輔
に
譲
っ
た

　
　
（
注
2
5
）

の
で
あ
る
。
世
代
交
代
の
場
と
し
て
は
、
格
好
の
舞
台
で
あ
る
が
、
人
頬
白

を
人
々
に
再
認
識
さ
せ
、
歌
道
家
の
存
続
を
願
う
寒
寒
の
意
図
を
、
そ
こ
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。



　
清
輔
も
顕
輔
と
同
じ
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て
、
こ
の
尚
歯
会
を
行
な
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
『
古
今
著
聞
集
』
巻
五
は
、
尚
歯
会
の
後
日
談
と

し
て
、
清
輔
が
「
悦
に
た
へ
ず
、
後
臼
に
父
顕
輔
卿
」
か
ら
伝
え
ら
れ
た
人

丸
影
、
破
子
硯
を
混
混
息
出
家
に
、
和
歌
文
書
を
季
経
に
譲
っ
た
と
い
う

（
実
際
は
後
述
す
る
ご
と
く
、
人
丸
影
も
季
経
に
譲
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
）
。

「
後
日
に
」
と
い
う
の
は
、
尚
歯
会
後
ま
も
な
く
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
六
条
藤
家
の
内
輪
の
会
で
あ
り
な
が
ら
、
　
「
過
ぎ
に
し
か
た
も
聞
か
ず
」

「
末
の
世
に
は
は
た
有
が
た
き
見
も
の
」
で
あ
る
尚
歯
会
を
挙
行
し
、
世
業

の
耳
目
を
驚
か
し
て
、
自
身
の
存
在
を
誇
示
し
た
後
に
（
そ
れ
は
六
条
藤
家

の
誇
示
で
も
あ
る
）
、
歌
道
家
の
後
継
者
と
し
て
の
地
位
を
後
進
に
譲
る
、

そ
こ
に
程
度
の
差
は
あ
れ
、
顕
輔
と
相
似
た
意
図
を
認
め
て
も
よ
ろ
し
か
ろ

う
。
清
輔
の
絶
え
ず
世
間
を
意
識
し
た
姿
勢
も
、
そ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

う
。
時
に
、
清
輔
は
花
宴
当
時
の
顕
輔
の
歳
六
六
（
享
年
で
も
あ
る
）
を
超

え
る
こ
と
三
歳
、
ま
さ
に
人
生
の
「
暮
春
」
で
あ
っ
た
し
、
尚
歯
会
の
時
期

も
多
少
の
違
い
は
あ
る
が
、
花
宴
と
同
じ
春
で
あ
っ
た
。

　
和
歌
史
の
流
れ
か
ら
見
れ
ば
、
世
間
の
耳
目
を
集
め
た
尚
歯
会
は
、
清
輔

一
代
の
盛
事
で
あ
る
と
と
も
に
、
歌
道
家
六
条
藤
家
に
と
っ
て
も
、
最
後
の

光
芒
に
も
似
た
盛
事
で
あ
っ
た
。
五
年
後
の
清
輔
の
死
に
よ
っ
て
、
着
々
と

台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
俊
成
が
、
歌
壇
の
指
導
権
を
握
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
が
、
尚
歯
会
の
盛
事
の
か
げ
に
は
、
歌
道
家
六
条
藤
家
の
、
「
暮
春
」

　
　
　
六
条
藤
家
を
め
ぐ
っ
て

が
し
の
び
寄
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

五

　
　
中
古
も
今
も
歌
学
明
ら
か
な
ら
ず
。
歴
世
の
間
わ
っ
か
に
清
輔
朝
臣
と

　
　
顕
昭
法
師
と
の
み
、
そ
の
詞
の
中
に
取
る
べ
き
も
の
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
国
歌
駐
機
』
）

　
荷
田
園
満
は
清
輔
と
顕
昭
を
並
称
し
て
い
る
が
、
契
沖
、
宣
長
な
ど
が
、

学
者
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
の
は
、
顕
昭
の
方
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
注
2
6
）

　
か
つ
て
拙
稿
で
、
『
六
百
番
歌
合
』
を
中
心
と
し
て
、
顕
昭
に
迫
ろ
う
と

し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
際
に
、
顕
昭
の
注
釈
に
つ
い
て
、
　
「
こ
れ
ら
の
注

釈
は
外
面
的
に
は
守
覚
法
親
王
の
要
請
と
い
う
形
で
あ
る
が
、
顕
昭
自
身
に

と
っ
て
は
、
清
輔
の
大
成
し
た
六
条
藤
家
歌
学
の
注
釈
方
面
の
増
補
・
訂
正

の
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
西

村
加
代
子
氏
が
「
袖
中
抄
執
筆
当
時
の
顕
昭
に
は
、
家
門
を
意
識
し
て
の
御

子
三
家
へ
の
対
立
感
情
は
顕
著
で
は
な
い
」
「
顕
昭
の
活
動
を
追
っ
た
ば
あ

い
、
御
子
寺
家
と
の
存
在
以
前
に
、
同
門
の
先
達
清
輔
へ
の
対
抗
意
識
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
7
）

学
説
上
の
葛
藤
が
大
き
く
浮
か
び
上
っ
て
く
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
西
村
氏
の
御
見
解
を
参
考
に
、
画
稿
の
補
い
を
含
め
て
、
若

干
の
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
顕
昭
と
清
輔
の
学
説
上
の
葛
藤
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



清
輔
の
学
説
の
誤
り
、
不
充
分
性
を
、
顕
昭
が
「
目
敏
く
峻
烈
」
に
批
判
し

た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
西
村
氏
が
比
較
の
対
象
と
さ
れ
た
『
奥
義
抄
』
と

『
袖
中
抄
』
の
差
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
「
『
奥
儀
抄
』
執
筆
当
時
、
清
輔
は
四
十
代
半
ば
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る

こ
と
、
　
『
袖
中
抄
』
執
筆
当
時
、
顕
昭
は
五
十
代
の
後
半
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
こ
と
、
こ
の
雪
余
歳
の
年
齢
差
は
学
問
の
完
成
度
に
大
き
な
影
響
が
あ

ろ
う
。
既
に
顕
昭
は
歌
合
に
度
々
出
席
し
た
こ
と
が
あ
る
し
、
寿
永
二
年
春

か
ら
冬
の
澗
に
、
　
『
古
今
秘
注
抄
』
か
ら
『
詞
花
集
註
』
に
至
る
勅
撰
集
の

注
釈
、
『
堀
河
百
首
注
』
　
『
散
木
集
注
』
な
ど
の
注
釈
も
や
っ
て
お
り
、
『
袖

中
抄
』
執
筆
当
時
、
比
肩
す
る
者
の
な
い
ほ
ど
深
い
学
識
を
有
し
て
い
た
。

一
方
、
清
輔
は
久
安
四
年
、
四
五
歳
に
し
て
、
『
久
安
百
首
』
の
作
老
に
追

加
さ
れ
、
よ
う
や
く
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で

歌
壇
の
表
面
に
は
殆
ん
ど
出
て
お
ら
ず
、
歌
学
の
蓄
積
も
顕
昭
に
比
べ
れ
ば
、

不
充
分
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
清
輔
は
長
い
間
、
顕
輔
と
不

和
で
あ
っ
た
の
で
、
　
『
奥
地
抄
』
執
筆
時
ま
で
に
、
歌
説
を
講
じ
ら
れ
た
こ

と
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
（
『
袋
草
紙
』
と
違
い
、
『
奥
儀
抄
』
に

は
顕
輔
の
名
は
見
え
な
い
）
、
『
奥
儀
抄
』
の
学
説
は
自
ら
の
努
力
で
身
に
つ

け
た
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
『
奥
儀
抄
』
に
不

充
分
さ
や
多
く
の
誤
り
が
あ
る
の
は
、
む
し
ろ
当
然
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

清
輔
官
身
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

　
　
歌
論
義
と
い
ふ
も
の
に
は
古
歌
二
首
を
誤
り
て
、
か
き
か
よ
は
せ
る
な

　
　
り
と
書
き
た
り
。
先
達
の
こ
と
を
疑
ふ
は
お
そ
れ
あ
れ
ど
も
い
か
が
と

　
　
お
ぽ
ゆ
。
就
レ
中
、
此
集
に
は
か
く
は
べ
れ
ば
、
躬
恒
、
貫
之
が
定
ひ

　
　
が
ご
と
し
は
べ
ら
む
や
は
と
、
い
と
ど
力
を
得
て
お
ぼ
え
は
べ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
下
・
釈
）

と
、
後
年
の
我
の
強
い
清
輔
ら
し
か
ら
ぬ
、
自
信
の
な
さ
を
吐
露
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
顕
昭
が
清
輔
の
説
を
撹
判
ず
る
の
は
、
翠
雲
の
学
識
の
深
さ

か
ら
い
っ
て
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
顕
昭
の
学
問
の
性
格
か
ら
し
て
、
清
輔
説
批
判
も
出
る
べ
く
し
て

出
て
く
る
だ
ろ
う
。
　
『
心
中
抄
』
を
見
る
と
、
ま
ず
自
説
を
掲
げ
、
次
に
先

人
の
説
を
挙
げ
、
そ
れ
を
批
判
す
る
形
で
、
ま
た
自
説
を
述
べ
る
と
い
う
方

法
が
多
い
。
『
奥
気
重
』
は
、
他
の
文
献
、
た
と
え
ば
『
感
心
歌
枕
』
『
綺
語

抄
』
『
無
名
抄
』
（
『
俊
頼
髄
脳
』
）
『
和
歌
童
蒙
抄
』
な
ど
と
同
じ
く
、
こ
の
先

人
の
説
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
『
袖
中

払
』
が
歌
語
の
う
ち
の
難
語
を
注
釈
し
た
も
の
だ
け
に
、
異
説
も
多
く
、
批

判
の
余
地
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
批
判
の
二
昌
ア
シ
ス
に
、
時
と
し
て

多
少
の
対
立
感
情
を
感
じ
る
場
合
が
あ
る
と
し
て
も
、
　
『
奥
早
薬
』
は
あ
ぐ

ま
で
も
先
人
の
一
説
と
し
て
の
扱
い
で
あ
る
。
要
は
、
黒
潮
の
乗
超
え
る
べ

き
対
象
の
一
つ
と
レ
て
、
清
輔
の
『
奥
儀
抄
』
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。



　
顕
昭
は
「
さ
ぽ
か
り
の
大
才
博
覧
の
人
」
（
『
私
注
山
勘
賊
古
今
歌
六
六
九
）
、

「
さ
ば
か
り
ひ
ろ
く
見
聞
た
る
人
」
（
同
一
〇
〇
一
）
と
い
う
ご
と
く
、
学
者

と
し
て
の
清
輔
に
敬
意
を
は
ら
っ
て
い
る
が
、
定
家
が
『
貴
注
密
勘
』
に
お

い
て
、
俊
成
の
説
を
家
学
と
し
て
絶
対
化
し
て
い
る
よ
う
に
、
清
輔
の
説
を

六
条
藤
家
の
家
説
と
し
て
絶
対
化
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
多
く
の

説
の
一
つ
と
し
て
相
対
化
し
、
そ
れ
に
客
観
的
に
批
判
を
加
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
顕
昭
の
学
究
的
態
度
こ
そ
、
注
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

か
ろ
う
か
と
思
う
。

　
本
稿
の
第
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
顕
季
、
顕
輔
の
歌
説
は
幅
の
広
さ
が

あ
り
、
六
条
藤
家
歌
学
の
幅
の
広
い
考
証
学
的
態
度
の
一
面
に
通
じ
る
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、
後
人
が
盲
従
す
る
よ
う
な
絶
対
的
家
説
を

持
た
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
六
条
藤
家
歌
学
の
弱
点
と
、

そ
の
反
面
の
発
展
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
清
輔
と
顕
昭
と
の
学
説
の
関

係
も
、
い
い
面
で
の
六
条
藤
家
歌
学
の
特
徴
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
と
い
っ

て
も
、
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

占’、

　
本
稿
に
お
い
て
、
歌
道
家
六
条
藤
家
の
成
立
に
、
人
丸
影
が
い
か
に
重
要

な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
、
ま
た
そ
れ
故
に
、
歌
道
家
の
継
承
に
ど
ん
な
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
は
、
再
三
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿

　
　
　
六
条
藤
家
を
め
ぐ
っ
て

の
最
終
章
に
当
た
り
、
一
部
は
既
述
し
た
が
、
清
輔
以
後
の
人
丸
影
の
伝
承

に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
8
）

　
人
丸
影
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
徳
男
氏
の
御
研
究
が
あ
り
、
同
氏
は

『
古
今
著
聞
集
』
巻
五
や
『
明
月
記
』
の
記
事
か
ら
、
顕
著
↓
顕
輔
↓
清
輔

↓
経
家
↓
保
季
↓
知
家
↓
成
実
と
い
う
経
路
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
第
二
章
の

系
図
参
照
）
。
大
旨
首
肯
で
き
る
が
、
清
輔
↓
経
家
と
い
う
経
路
に
疑
問
が
残

る
。
確
か
に
『
古
今
著
聞
集
』
（
本
稿
五
四
頁
上
段
に
引
用
）
に
拠
れ
ば
、
三
家

息
の
経
家
に
譲
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
　
『
聖
経
入
道
集
』
に
は
、

　
　
　
　
柿
本
御
影
つ
た
へ
た
て
ま
つ
り
て
、
は
じ
め
て
会
し
侍
り
し
に
、

　
　
　
　
藤
花
盛
開
と
い
ふ
題
を
よ
め
る

ヒ・

u14

｡
の
花
松
の
み
ど
り
を
こ
め
て
け
り
千
年
ま
で
に
も
か
Σ
れ
と
そ
お

　
　
　
も
ふ

　
　
　
　
家
に
影
供
し
侍
り
心
に
、
旅
宿
七
夕
と
断
雲
を

　
3
0
た
な
ば
た
に
草
の
枕
を
か
し
つ
れ
ば
わ
か
れ
ぬ
さ
き
も
轟
け
か
り
け

　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
♂
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
家
に
影
供
し
侍
り
し
に
、
人
違
会
恋
と
い
ふ
題
を

　
5
8
ま
だ
な
れ
ぬ
人
に
そ
こ
よ
ひ
あ
ふ
せ
が
は
同
じ
な
が
れ
を
思
ひ
わ
た

　
　
　
り
て

と
い
う
三
首
が
あ
り
、
、
季
経
が
h
柿
本
御
影
つ
た
へ
た
て
ま
つ
り
」
、
「
家
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



影
供
し
」
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
　
『
玉
葉
』
に
は
、

　
　
聖
経
卿
持
コ
来
人
丸
影
↓
見
了
返
コ
給
之
刈
　
　
（
建
久
元
年
八
月
二
九
日
目

と
あ
る
。
こ
の
季
経
が
持
参
し
た
「
人
丸
影
」
が
、
家
集
に
い
う
「
柿
本
御

影
」
で
あ
ろ
う
。
人
丸
影
の
伝
承
に
つ
い
て
の
厳
し
い
制
限
か
ら
考
え
て
、

写
し
な
ど
で
は
な
く
、
清
輔
か
ら
直
接
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

清
輔
自
身
に
伝
え
る
べ
」
き
子
が
な
い
以
上
（
『
尊
卑
分
脈
』
に
拠
れ
ば
、
家
基

が
実
父
の
清
季
、
そ
れ
に
尋
顕
、
公
寛
の
三
子
が
い
る
が
、
い
ず
れ
も
歌
人

で
は
な
い
）
、
六
条
藤
家
の
歌
人
の
う
ち
、
顕
昭
、
重
家
（
安
元
二
年
六
月

一
七
日
に
出
家
）
を
除
い
て
、
歌
人
と
し
て
の
力
量
、
活
躍
状
況
、
さ
ら
に

年
齢
的
な
点
か
ら
い
っ
て
も
、
清
輔
か
ら
乳
量
に
伝
え
ら
れ
た
と
み
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。
人
丸
影
は
顕
季
↓
忍
苦
↓
清
輔
↓
苦
患
↓
経
家
↓
保
季
↓

知
家
↓
成
実
と
伝
承
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
季
経
に
譲
ら
れ
た
と
い
う
「
和
歌
文
書
」
に
関
し
て
も
、
『
玉
葉
』

に
、　

　
季
経
朝
臣
来
。
談
昌
清
輔
朝
臣
和
歌
文
書
之
間
事
胡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
治
承
二
年
二
月
一
四
日
）

と
い
う
記
事
が
見
え
る
。

．
季
経
は
清
輔
か
ら
人
丸
影
と
和
歌
文
書
を
譲
ら
れ
、
そ
の
後
継
者
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
季
経
が
弘
通
親
の
和
歌
の
師
を
務
め
た
り
、
『
六
百
番
歌
合
』

の
作
者
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
判
者
と
な
っ
た
り
し
て
、
歌
壇
的
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

程
度
の
重
き
を
成
し
た
の
も
、
歌
人
と
し
て
の
力
量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

歌
道
家
六
条
藤
家
の
後
継
者
と
し
て
の
地
位
も
、
大
い
に
関
与
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
。
ま
た
『
正
治
百
首
』
の
人
選
を
め
ぐ
る
定
家
ら
の
参
加
妨
害
に
顕

著
な
、
季
経
の
御
子
左
記
へ
の
対
抗
意
識
も
、
六
条
藤
家
の
後
継
者
と
し
て

の
立
場
の
大
い
な
る
反
映
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
稿
で
は
、

べ
た
。
顕
昭
、

い
。

先
学
の
駿
尾
に
付
い
て
、
私
な
り
に
六
条
藤
家
に
つ
い
て
述

季
経
以
後
の
六
条
藤
家
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
譲
り
た

（
注
1
）
　
「
紀
師
匠
雪
起
水
蜜
和
歌
」
（
『
日
本
歌
学
の
源
流
』
所
収
）

（
注
2
）
　
顕
季
語
が
六
条
東
洞
院
に
あ
っ
た
た
め
に
、
六
条
家
の
称
で
呼
ば
れ
て
い

　
　
る
が
、
本
稿
で
は
、
源
経
信
、
俊
頼
の
六
条
家
と
区
別
し
て
、
「
六
条
藤
家
」

　
　
と
い
う
名
称
を
用
い
た
。

（
注
3
）
　
④
　
「
藤
原
顕
輔
伝
の
考
察
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
3
4
年
2
月
）

　
　
　
＠
　
　
「
顕
季
の
輪
郭
」
（
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
』
所
収
）

　
　
　
な
お
、
井
上
氏
の
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
』
を
始
め
と
す
る
一
連
の

　
　
御
研
究
か
ら
、
多
大
の
学
恩
を
蒙
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

（
注
4
）
　
『
古
今
著
聞
集
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
頭
注
所
論
『
編
年
記
』
。
『
中

　
　
右
記
』
に
拠
れ
ば
八
月
一
七
日
崩
。
な
お
、
　
『
古
今
著
聞
集
』
に
い
う
「
貫

　
　
之
が
塁
の
古
今
」
の
焼
失
に
つ
い
て
は
、
「
小
野
昊
后
宮
三
日
腿

　
　
於
γ
宮
焼
コ
失
之
こ
　
（
『
袋
草
紙
』
上
巻
）
と
あ
る
。

（
注
5
）
　
「
『
人
麿
影
供
』
の
変
遷
と
そ
の
和
歌
史
的
意
義
」
　
（
『
日
本
文
芸
と
絵
画



　
　
　
の
相
関
性
．
の
研
究
』
所
収
）

（
注
6
）
　
「
院
政
期
歌
壇
の
考
察
」
（
『
国
文
学
研
究
』
第
十
九
号
）

（
注
7
）
片
野
達
郎
氏
か
ら
も
私
信
に
て
、
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
注
8
）
　
田
中
文
英
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
注
9
）
　
井
上
宗
雄
氏
「
清
輔
年
譜
考
」
（
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
』
所
収
）
に

　
　
拠
れ
ば
、
藤
原
季
行
の
在
任
期
間
は
、
久
寿
二
年
正
月
二
八
日
～
保
元
二
年

　
　
　
三
月
二
六
日
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
『
諸
家
伝
』
の
「
曲
行
」
の
条
に
も

　
　
見
え
る
。
清
輔
が
人
丸
影
を
譲
ら
れ
た
の
は
久
寿
二
年
二
月
で
あ
る
。

（
注
1
0
）
　
（
注
6
）
に
同
じ
。

（
注
1
1
）
　
井
上
宗
雄
氏
が
（
注
3
）
⑭
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
注
1
2
）
萩
谷
朴
氏
『
平
安
朝
歌
合
大
成
　
四
』
所
収
の
当
該
歌
合
の
解
説
。

（
注
1
3
）
　
竹
内
理
三
博
士
「
口
伝
と
教
命
一
公
停
学
系
譜
（
秘
事
口
伝
成
立
以
前
）
1
」

　
　
　
（
『
律
令
制
と
貴
族
政
権
』
第
皿
部
所
収
）
に
詳
し
い
。

（
注
1
4
）
　
『
勅
撰
作
者
部
類
』
に
拠
る
と
、
　
『
金
葉
集
』
に
一
五
首
、
『
詞
花
集
』

　
　
　
『
新
古
石
崖
』
　
『
続
後
拾
遣
集
』
　
『
新
拾
遺
集
』
に
そ
れ
ぞ
れ
一
首
入
集
し

　
　
　
て
い
る
。

（
注
1
5
）
　
「
六
条
藤
家
の
盛
衰
一
そ
の
歌
壇
的
地
位
の
考
察
1
」
　
（
『
国
文
学
研
究
』
第

　
　
十
五
号
）

（
注
1
6
）
　
肇
国
は
和
歌
に
塗
上
を
詠
む
際
の
心
得
を
、
顕
輔
に
語
っ
て
い
る
（
『
拾
遺

　
　
五
塵
』
、
拾
遺
七
四
九
五
）
。

（
注
1
7
）
　
井
上
宗
雄
氏
は
（
注
9
）
で
、
　
「
母
の
出
身
と
か
愛
情
と
か
、
或
は
年
齢

　
　
　
が
接
近
し
た
父
子
の
間
に
微
妙
な
感
情
的
違
和
が
あ
っ
．
た
か
ら
と
か
」
い
う

　
　
　
よ
う
な
こ
と
を
推
測
さ
れ
て
い
る
。

（
注
1
8
）
　
追
加
と
は
い
え
、
清
輔
を
『
久
安
百
首
』
の
作
者
に
加
え
て
、
歌
壇
登
場

　
　
六
条
藤
家
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
の
契
機
を
与
え
た
の
は
崇
徳
院
で
あ
り
、
清
輔
も
『
奥
儀
抄
』
を
奉
っ
て
い

　
　
　
る
。

（
注
1
9
）
井
上
宗
雄
氏
が
（
注
9
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
注
2
0
）
教
長
が
『
詞
花
集
』
を
難
じ
て
、
『
拾
遺
古
今
』
を
選
ぶ
時
に
、
清
輔
が

　
　
．
「
か
た
は
ら
に
添
ひ
候
ひ
て
、
も
ろ
と
も
に
仕
り
て
候
ひ
し
、
ま
こ
と
に
見

　
　
苦
し
き
こ
と
に
て
候
ひ
ぎ
」
　
（
『
正
治
奏
状
』
）
と
い
う
の
も
、
真
偽
の
ほ
ど

　
　
　
は
不
明
で
あ
る
が
、
　
『
詞
花
集
』
を
め
ぐ
る
顕
輔
、
清
輔
父
子
の
葛
藤
が
世

　
　
上
に
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
で
い
る
。
ま
た
『
拾
遺
古
今
』
の
成
立

　
　
　
は
、
　
『
和
歌
現
在
書
目
録
』
に
「
詞
花
集
撰
之
比
撰
ン
之
」
と
あ
っ
て
、
『
詞

　
　
花
集
』
撰
進
後
ま
も
な
く
と
思
わ
れ
、
清
輔
の
歌
道
家
継
承
以
前
だ
ろ
う
。

（
注
2
1
）
　
他
に
教
長
の
『
拾
遣
古
今
』
が
あ
る
が
、
『
詞
花
集
』
を
難
じ
、
『
古
今
集
』

　
　
尊
重
を
打
ち
出
す
た
ぬ
に
名
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
注
2
2
）
勅
撰
集
で
は
、
『
古
今
集
』
が
最
初
〃
続
万
葉
集
〃
と
名
付
け
ら
れ
た
例

　
　
　
（
真
名
序
）
が
あ
る
。

（
注
2
3
）
　
「
平
家
の
世
紀
の
光
と
影
」
（
『
国
文
学
』
昭
和
5
1
年
9
月
、
後
に
『
日
本

　
　
入
の
美
意
識
』
所
収
）

（
注
2
4
）
　
（
注
9
）
に
同
じ
。

（
注
2
5
）
　
『
季
経
入
道
集
』
一
〇
の
歌
か
ら
、
季
経
も
出
席
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
注
2
6
）
　
「
晩
年
の
顕
昭
1
『
六
百
番
歌
合
臨
を
中
心
と
ル
て
一
」
．
（
『
国
語
国
文
』
昭
和

　
　
　
5
1
年
5
月
）
。
な
お
、
こ
の
稿
の
注
（
1
8
）
は
誤
り
と
し
て
削
除
す
る
。

（
注
2
7
）
　
「
顕
昭
と
清
輔
－
学
説
の
継
承
と
対
立
を
め
ぐ
っ
て
一
」
　
（
『
国
語
と
国
文
学
』

　
　
昭
和
5
2
年
7
月
）

（
注
2
8
）
　
「
貞
永
期
の
藤
原
知
家
」
　
（
『
国
文
学
論
叢
』
第
二
十
三
輯
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
助
手
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一


